
「
経
済
の
政
治
化
」
に
つ
い
て

　
　
　
－
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
成
立
の
背
景
1

野
　
　
林

健

（19）　「経済の政治化」について

は
じ
め
に

　
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
秩
序
は
一
九
七
〇
年
代
に
大
き
く
変
貌
し
た
。

貿
易
摩
擦
の
多
発
で
あ
り
、
管
理
貿
易
体
制
の
定
着
で
あ
る
。

　
舞
台
の
主
役
は
米
・
欧
・
日
の
三
極
で
あ
る
が
、
三
者
の
あ
い

だ
に
は
体
制
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
純
輸
入
国
の
立
場
か
ら
輸

入
防
圧
に
む
か
う
一
方
で
、
日
本
は
逆
に
、
比
較
優
位
を
て
こ
に

強
カ
な
輸
出
主
体
の
立
場
を
強
化
さ
せ
て
い
っ
た
事
実
、
ま
た
E

C
は
と
い
え
ぱ
、
積
極
的
な
輸
出
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
域
内

産
業
保
護
政
策
を
も
講
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
が

横
た
わ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
図
の
な
か
で
、
一
九
七
七
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ

の
強
い
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
に
よ
っ
て
O
E
C
D
に
鉄
鋼
特
別
都
会

（
＞
O
－
、
。
O
～
く
O
、
ぎ
自
㎝
Ω
H
〇
一
』
勺
O
自
汁
一
］
①
ω
宥
色
H
■
9
島
弍
｝
）
が
設

置
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
一
〇
月
、
常
設
の
鉄
鋼
委
員
会
（
望
邑

O
。
昌
昌
ま
。
。
）
が
理
事
会
決
定
に
よ
り
発
足
し
た
。
こ
れ
は
従
来

の
ユ
ニ
．
ヲ
テ
ラ
ル
あ
る
い
は
バ
イ
・
ラ
テ
ラ
ル
な
輸
入
制
隈
措

置
（
自
主
規
制
、
市
場
秩
序
維
持
協
定
、
ト
リ
ガ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
、

ぺ
ー
シ
ヅ
ク
．
プ
ラ
ィ
ス
制
度
な
ど
）
と
は
異
な
合
多
国
間
協
議
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
鉄
鋼
貿
易
体
制
に
マ
ル
チ
の
場
が
制

度
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
体
制
史
に
お
い
て
画
期
的
な
出
来
事
と
い

え
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
杜
成
立
す
る
経
緯
に
着

〃
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目
、
国
内
・
国
際
の
両
次
元
に
ま
た
が
る

つ
き
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

　
　
　
ニ
　
ア
メ
リ
カ
の
国
内
政
治
カ
学

　
　
　
　
　
＾
1
）

「
経
済
の
政
治
化
」

に

　
ま
ず
最
初
に
、
O
E
C
D
で
の
鉄
鋼
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
を

推
進
し
た
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
構
図
に
目
を
む
け
よ
う
。
そ
、
一
で

の
舞
台
装
置
と
は
、
行
政
府
が
東
京
ラ
ウ
ン
ド
H
G
A
T
T
の
多

角
的
貿
易
交
渉
（
M
T
N
）
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
と
し
た
七

四
年
通
商
法
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
国
際
的
成
立
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド

合
意
を
国
内
法
制
化
す
る
た
め
の
七
九
年
通
商
協
定
法
、
の
三
つ

で
あ
る
。
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
成
功
の
た
め
に
、
行
政
府
は
こ
れ
ら

三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

立
ち
ふ
さ
が
っ
た
障
害
の
ひ
と
つ
が
鉄
鋼
業
界
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼

業
界
は
そ
の
強
大
な
政
治
カ
を
て
こ
に
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
政
治
的

人
質
化
に
成
功
、
政
府
に
輸
入
防
圧
策
を
せ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
が
政
治
。
的
人
質
1
－
政
治
的
取
引
き
材
料

と
な
っ
た
と
は
、
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
業
界
の
要
求
内
容
と
、
そ
れ
を
政
治

圧
カ
化
す
る
た
め
の
手
段
、
経
路
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
　
鉄
鋼
業
界
の
輸
入
制
限
要
求

　
ア
メ
リ
カ
は
一
九
五
九
年
に
鉄
鋼
の
純
輸
入
国
に
転
ず
る
。
見

掛
消
費
に
占
め
る
輸
入
鋼
材
の
比
率
も
六
五
年
に
は
一
〇
％
台
に

突
入
し
、
業
界
の
輸
入
防
圧
要
求
は
強
ま
っ
て
い
っ
た
（
表
－
参

照
）
。
六
九
年
か
ら
七
四
年
ま
で
、
日
本
と
E
C
は
対
米
自
主
規

制
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
・
七
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
業
界
の
輸
入
規
制
要
求
は
、

た
と
え
ぱ
新
通
商
法
（
七
四
年
通
商
法
と
し
て
七
五
年
一
月
に
成
立
）

に
以
下
の
項
目
を
加
え
る
べ
き
と
し
た
コ
ー
ト
米
国
鉄
鋼
協
会

（
A
I
S
I
）
会
長
（
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
会
長
）
の
議
会
証
言

に
う
か
が
え
る
。
o
国
際
貿
易
の
流
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て

の
関
税
な
ら
び
に
非
関
税
貿
易
障
壁
を
含
む
鉄
鋼
そ
の
他
基
礎
物

資
に
対
す
る
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
、
⇔
G
A
T
T
で
の
繊
維
取
り
決

め
と
同
様
な
産
業
別
の
市
場
秩
序
維
持
協
定
の
締
結
権
限
、
㈹
ダ

ン
ピ
ン
グ
（
ダ
ン
ビ
ン
グ
防
止
法
）
、
補
助
金
（
相
殺
関
税
法
）
そ
の

他
の
不
公
正
な
貿
易
慣
行
に
対
す
る
救
済
を
強
化
す
る
強
カ
な
条

項
を
含
む
べ
き
こ
と
（
七
四
年
三
月
二
六
日
、
上
院
財
政
委
員
会
で
の

証
言
㌣

　
鉄
鋼
業
界
は
七
四
年
通
商
法
の
成
立
直
後
か
ら
行
政
府
へ
の
働

き
か
け
を
開
始
す
る
。
A
I
S
I
は
通
商
法
成
立
の
約
二
力
月
後
、

S
T
R
（
特
別
通
商
交
渉
代
表
部
）
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
行
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（21）　「経済の政治化」について

動
計
画
書
L
を
提
出
し
て
そ
の
要
求
を
伝
え
て
い
る
。
ω
繊
維
協

定
（
M
F
A
）
．
の
よ
う
な
国
際
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
設
立
、

ω
鉄
鋼
関
税
が
比
鮫
的
低
い
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
転
換
輸
出
が
起

き
な
い
よ
う
に
諸
外
国
に
関
税
撤
廃
を
説
得
す
る
こ
と
、
㈹
外
国

政
府
が
自
国
鉄
鋼
業
に
お
こ
な
っ
て
い
る
政
府
補
助
問
題
に
つ
き

M
T
N
の
場
で
な
ん
ら
か
の
策
を
講
ず
べ
き
こ
と
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
米
国
鉄
鋼
協
会
七
六
年
大
会
で
の
ヒ
ー
ス
・
ラ

表1 アメリカの鋼材輸入比率・相手国別構成比率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

年 1輸入比率l1日本1E C■カナダ．その他

2809
．
　
．

192
　
　
．
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9，8

14，0

14，9

11，2

10，8
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13，2

13，0

12，6

13，1

16，3

20，0

12，6

12．8

8，6

12，7

14，3

22，8

19．5

－
“

％

61，9

61，7

50，9

41，2

40，1

40，4

35，7

42，3

39，5

37，1

34，2

39，1

36，9

43，0

40，2

34，3

22，3

35，4

35，3

30．9

17，7

18，9

26，1

33，2

38，0

42．6

壬5，1

39，0

40，6

44，6

44，4

37，7

36，4

37，2

38，6

48，7

55，9

40，5

30，7

36．2

㏄
10．？

10．7

ω

“
∬

ω
”

㎝

ω

〃
27

リ
ー
同
協
会
国
際
貿
易
委
員
長
（
U
S
ス
チ
ー
ル
副
祉
長
）
の
講
演

も
注
目
に
値
す
る
。
「
鉄
鋼
貿
易
政
策
に
つ
い
て
の
提
案
」
と
題
す

る
講
演
の
主
旨
は
、
世
界
の
鉄
鋼
貿
易
体
制
は
各
国
政
府
の
介
入

に
よ
り
ゆ
が
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
は
そ

の
最
大
の
被
害
者
で
あ
る
。
こ
れ
を
是
正
し
、
公
正
な
貿
易
秩
序

を
確
立
す
る
に
は
セ
ク
タ
ー
・
べ
ー
ス
で
の
国
際
協
議
が
不
可
欠

で
あ
り
、
現
在
進
行
中
の
多
角
的
貿
易
交
渉
（
東
京
ラ
ゥ
ン
ド
）
は

48
418

”
89

11，2

13．4

215「
o
　
　
．

91

　
0
．
．
6

　
9

　
1

61

62

63

64

4．7

4．7

5．6

6．9

7，3

10，3

10，9

12，2

16，7

13，7

13，8

17，9

16，6

12，4

13，4

13，5

14．1

1ア．8
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ユ5．2

1965

66

67

68

69

1970

71

η

乃

μ
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κ

77

花

η

輪入比率＝輸入／見掛消費〔見掛消費＝出荷一輸出十輸入〕

1…Cは9カ国

（資料）AISI

そ
の
よ
い
機
会
だ
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
講
演
は
、

鉄
鋼
貿
易
に
関
与
す
る
各
国
政

府
の
政
策
が
監
視
さ
れ
、
一
定

の
貿
易
秩
序
が
保
た
れ
る
よ
う

な
国
際
協
議
の
場
が
あ
れ
ぱ
、

ア
メ
リ
カ
独
自
の
行
動
（
関
税

引
き
上
げ
、
数
量
割
り
当
て
な
ど
）

は
必
要
で
は
な
い
と
し
、
先
進

国
、
発
展
途
上
国
双
方
を
合
め

た
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
議
の
場
を

提
唱
し
て
い
る
。
H
今
後
数
年

間
に
お
い
て
鉄
鋼
貿
易
に
影
響

〃
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を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
諸
問
題
の
検
討
と
評
価
、
⇔
G
A
T
T

の
場
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
場
に
諮
間
機
関
を
設
置
す
る
こ
と

（
こ
れ
は
世
界
鉄
鰯
貿
易
の
状
況
を
監
視
す
る
と
同
時
に
、
あ
る
国
が
一

時
的
に
採
用
し
た
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
が
国
際
ル
ー
ル
や
手
続
き
に
合
致

し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
機
能
を
有
す
る
）
、
⇔
鉄
鋼
貿
易
の
自

由
化
を
目
指
し
た
長
期
目
標
の
設
定
を
目
的
と
す
る
国
際
機
関
の

設
立
。

　
以
上
の
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
業
界
は
単
な
る
法
的
保
護

主
義
（
リ
ー
ガ
ル
・
プ
ロ
テ
ク
シ
目
ニ
ズ
ム
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
M
F

A
の
よ
う
な
多
角
的
枠
組
み
を
政
府
に
求
め
る
戦
略
を
と
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
東
京
ラ
ウ
ン
ド
を
足
場
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
の

　
　
＾
3
〕

で
あ
る
。

⇔
　
セ
ク
タ
ー
別
交
渉

　
で
は
東
京
ラ
ウ
ン
ド
を
足
場
に
、
と
い
う
こ
と
は
呉
体
的
に
な

に
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
東
京
ラ
ウ
ン
ド
に

お
け
る
「
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
」
で
あ
っ
た
。
七
四
年
通
商
法
は
そ

の
交
渉
目
的
の
な
か
に
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
挙
げ
（
一
〇
四
条
）
、

か
つ
「
交
渉
目
的
お
よ
ぴ
交
渉
上
の
立
場
に
関
し
て
民
間
都
門
の

代
表
者
か
ら
情
報
と
助
言
を
求
め
る
」
セ
ク
タ
ー
別
諮
問
委
員
会

の
設
置
を
定
め
て
い
る
（
二
二
五
条
）
。
こ
れ
は
大
義
名
文
“
交
渉

目
的
と
要
求
伝
達
の
経
路
と
い
う
実
体
の
両
面
に
お
い
て
業
界
を

M
T
N
に
結
ぴ
つ
け
る
役
割
を
果
し
た
。
同
法
は
鉄
鋼
問
題
を
セ

ク
タ
ー
別
交
渉
に
の
せ
る
と
明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
同
法
案
に

関
す
る
「
上
院
報
告
書
」
（
讐
§
、
雨
肉
母
ミ
一
）
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
、
電
子
機
器
、
化
学
、
重
電
機
械
と
並
ん
で
、
鉄
鋼
が
工
業
セ

ク
タ
ー
別
交
渉
対
象
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
み
る
に
は
、
七
四
年

通
商
法
に
そ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
M
T
N

と
い
う
国
際
交
渉
が
な
ぜ
政
治
的
取
り
引
き
材
料
と
な
り
え
た
か

が
重
要
で
あ
る
。

　
第
一
の
論
点
は
、
同
法
が
自
由
貿
易
の
促
進
と
保
護
主
義
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

う
〕
一
つ
の
顔
」
を
持
つ
と
さ
れ
る
点
に
関
連
す
る
。
セ
ク
タ
ー

別
交
渉
条
項
は
同
法
の
政
府
案
（
七
三
年
通
商
改
箪
法
）
に
は
含

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
下
院
歳
入
委
員
会
の
マ
ー
ク
ア

ヅ
プ
・
セ
ッ
シ
冒
ン
の
折
、
ジ
目
ゼ
フ
・
力
ー
ス
（
－
o
器
暑
貝

H
（
胃
ま
）
議
員
の
修
正
提
案
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
。
重
電
機
械
、

化
学
、
鉄
鋼
な
ど
の
業
界
が
い
だ
い
た
危
倶
の
一
つ
は
、
M
T
N

の
場
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
農
産
物
部
門
で
の
譲
歩
を
か

ち
取
る
た
め
、
工
業
部
門
を
取
り
引
き
に
使
う
の
で
は
な
い
か
、

肋

㌧
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と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
特
定
の
産
業
セ
ク
タ
ー
．
こ
と
に
交
渉
を
お

こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
業
界
の
主
張
は
、
も
し
交
渉
が
セ
ク

タ
ー
別
で
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ぱ
一
層
得
る
も
の
が
大
き
い
は
ず

だ
と
す
る
農
産
物
輸
出
業
界
の
主
張
と
当
然
対
立
し
た
。
他
方
、

行
政
府
の
意
見
は
と
い
え
ぱ
、
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
は
交
渉

の
範
囲
に
制
約
を
は
め
、
交
渉
の
全
般
的
利
益
を
損
な
い
か
ね
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
力
ー
ス
修
正
は
上
院
歳
入
委
員
会
の
マ
ー
ク
ア
ヅ
プ
・
セ
ッ
シ

目
ン
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
工
業
界
（
お
よ
ぴ
酪
農
業
）
と
農

産
物
輸
出
業
界
の
意
見
の
対
立
は
依
然
続
い
た
。
S
T
R
は
、
こ

の
条
項
が
通
商
法
に
含
ま
れ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
交
渉
金
般
に
わ

た
っ
て
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
か
の
如
き
、
ま
た
全
体

的
な
利
益
と
互
恵
性
の
機
会
を
ア
メ
リ
カ
の
交
渉
団
は
持
ち
得
な

い
か
の
如
き
印
象
を
諸
外
国
に
与
え
か
ね
な
い
と
し
て
、
削
除
を

求
め
た
。
結
局
、
力
ー
ス
修
正
は
削
除
さ
れ
な
い
一
方
で
、
セ
ク

タ
ー
条
項
は
、
農
業
部
門
と
工
業
部
門
と
の
あ
い
だ
の
ト
レ
ー

ド
・
オ
フ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
、
電
子
機
器
、
化
学
、
重
電
機
械
が
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
に
取

り
上
げ
ら
れ
よ
う
と
の
二
点
を
「
上
院
報
告
書
」
に
記
す
こ
と
で

　
　
　
＾
5
）

結
着
を
み
た
。

　
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
鉄
鋼
が
対
象
の
一
つ
に
加
え
ら
れ

た
こ
と
は
業
界
の
主
張
に
は
ず
み
を
与
え
た
が
、
「
上
院
報
告
書
」

の
含
意
は
、
議
会
は
交
渉
団
が
少
な
く
と
も
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を

こ
こ
ろ
み
る
こ
と
に
責
任
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の

成
功
を
ま
で
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
い
み
じ
く
も
七
四
年
通
商
法
が
「
二
つ
の
顔
」
を
持
つ
と

さ
れ
る
所
以
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ア
メ
リ
カ
政
府

は
、
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
へ
の
努
カ
を
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
の
成
功
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
と

同
時
に
、
鉄
鋼
業
界
は
M
T
N
過
程
で
政
席
に
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ

ロ
ー
チ
を
要
求
す
る
た
し
か
な
足
場
を
築
き
得
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
第
二
の
論
点
、
つ
ま
り
な
ぜ
M
T
N
が
政
治
的
取
り
引
き

材
料
に
な
り
得
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
日

本
、
E
C
が
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
に
反
対
し
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
か
つ
て
、
繊
維
は
生
産
・
貿
易
が
変
動
し
易

く
、
輸
出
国
、
輸
入
国
双
方
に
重
大
な
経
済
問
魑
を
生
じ
さ
せ
る

と
し
て
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
に
の
せ
た
が
、
今
回
は
、
鉄
鋼
が
周
期

的
な
ゆ
が
み
の
起
き
易
く
、
ま
た
輸
入
国
の
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
M
T
N
に
の
せ
よ
う

と
し
た
。

朋
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一
方
、
日
本
は
と
い
え
ぱ
、
鉄
鋼
に
は
「
周
期
的
な
ゆ
が
み
」

と
い
っ
た
特
異
性
は
な
い
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
努
め
た
。
ま
た
、

鉄
鋼
間
題
を
で
き
る
だ
け
二
国
間
で
問
題
が
生
じ
た
段
階
で
処
理

し
た
い
と
考
え
た
が
、
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
繊
維
の
教

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

訓
」
が
作
用
し
て
い
た
。

H
品
目
別
の
規
制
に
な
る
ピ
競
争
カ
の
強
い
も
の
に
対
し
て
厳

　
し
く
な
り
、
管
理
も
大
変
で
あ
る
。
ま
た
、
枠
間
の
フ
レ
キ
シ

　
ピ
リ
テ
ィ
（
シ
フ
ト
の
可
能
性
）
を
枠
の
何
％
と
固
定
す
る
と
品

　
目
別
に
あ
ま
り
大
き
く
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
で
き
な
い
。

　
板
類
、
条
鋼
、
鋼
管
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
何
％
と
決
め
る
の
は
非

　
常
に
大
変
で
あ
る
。

H
　
取
り
決
め
直
前
の
一
年
間
の
実
繍
を
基
準
に
し
て
年
々
の
伸

　
び
率
を
一
定
に
定
め
る
わ
け
で
、
繊
維
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

　
て
六
％
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
六
％
と
す
る
か
、

　
三
％
と
す
る
か
の
交
渉
は
相
当
困
難
で
あ
る
。

⇔
　
発
展
途
上
国
問
題
に
関
連
し
て
、
繊
維
の
場
合
は
日
本
と
な

　
ら
ぴ
台
湾
、
韓
国
も
輸
出
国
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
は
発
展
途

　
上
国
の
立
場
を
巧
み
に
利
用
し
な
が
ら
き
め
た
面
も
あ
る
。
し

　
か
し
鉄
鋼
の
場
合
は
日
本
だ
け
が
叩
か
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
E
C
の
主
張
は
、
よ
り
原
則
論
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
は
東
京
宣
言
に
も
あ
る
と
お
り
、
あ
く

ま
で
も
「
補
助
的
技
法
」
で
あ
っ
て
、
交
渉
の
一
般
鮒
な
枠
組
・

解
決
法
に
と
っ
て
替
わ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
と
し
た
。
い
い

か
え
れ
ぱ
、
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
交
渉
参
加
国
の
全
体

　
　
　
　
　
　
レ
セ
プ
■
ノ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

的
利
益
と
し
て
の
互
恵
性
が
確
保
さ
れ
る
か
疑
わ
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
採
用
す
る
と
し
て
も
、
交
渉
の
一
般
的
解
決
策
が
確

定
し
た
の
ち
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
十
分
カ
バ
ー
さ
れ
な
か
っ
た
特

定
セ
ク
タ
ー
の
間
題
解
決
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
も
こ
の
立
場
に
与
し
て
い

＾
7
）

た
。　

以
上
み
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
国
内
、
国
際
の
次
元
か

ら
二
重
の
圧
カ
を
受
け
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
M
T
N
を
国

際
的
な
次
元
で
成
立
さ
せ
る
に
は
日
本
、
E
C
の
コ
、
・
、
ヅ
ト
メ
ン

ト
が
不
可
欠
で
あ
り
、
両
者
が
強
く
反
対
す
る
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ

ロ
ー
チ
を
無
理
押
し
す
る
こ
と
は
交
渉
成
立
の
足
か
せ
に
な
る
危

険
を
内
包
し
て
い
た
。
実
際
、
M
T
N
の
成
立
に
は
、
セ
ク
タ
ー

間
題
以
上
の
難
問
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
七
四
年
通
商
法
の
国
内
的
要
請
に
も

こ
た
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
仮
に
M
T
N
が
各
国
と
の
あ
い
だ
で

合
意
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
議
会
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ぱ
徒

脳

●
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（25）　「経済の政治化」について

労
に
お
わ
る
。
大
統
領
に
授
権
さ
れ
た
交
渉
権
限
は
七
四
年
通
商

法
成
立
の
日
（
七
五
年
一
月
三
日
）
よ
り
起
算
し
て
五
年
で
あ
り
、

し
か
も
議
会
の
審
議
期
間
と
し
て
少
な
く
と
も
半
年
を
み
る
必
要

が
あ
っ
た
。
す
で
に
七
四
年
通
商
法
に
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
盛
り

込
む
こ
と
に
成
功
し
た
議
会
が
、
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な

ん
ら
進
捗
を
み
な
い
場
合
、
M
T
N
合
意
を
す
ん
な
り
と
受
け
入

れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
議
会
に
強
い
影
響
カ
を
持
っ
鉄

鋼
業
界
が
、
黙
グ
て
そ
れ
を
見
逃
す
は
ず
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
国
内
業
界
、
鉄
鋼
関

連
議
員
に
一
定
の
満
足
を
供
し
、
か
つ
国
際
場
裡
に
お
い
て
M
T

N
の
足
か
せ
と
な
ら
な
い
オ
プ
シ
冒
ン
を
模
索
す
る
。
G
A
T
T

に
代
替
し
う
る
政
治
的
解
、
そ
れ
が
0
E
C
D
で
あ
っ
た
。

一
一
一
〇
E
C
D
鉄
鋼
特
別
部
会

　
七
六
年
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
は
G
A
T
T
以
外
の
場
を
求
め

て
日
本
、
E
C
に
対
し
働
き
か
け
を
開
始
す
る
。
し
か
し
こ
の
時

期
は
フ
ォ
ー
ド
か
ら
力
ー
タ
ー
へ
の
政
権
移
行
期
と
重
な
っ
て
い

た
た
め
日
本
、
E
C
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
空
白
期
に
あ

っ
て
具
体
的
な
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
を
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
歯

車
は
力
ー
タ
ー
政
権
の
誕
生
を
ま
っ
て
作
動
、
七
四
年
四
月
に
お

け
る
米
・
日
・
欧
間
の
事
前
折
衝
を
経
て
ひ
と
つ
の
結
論
に
達
す

る
。
っ
ま
り
O
E
C
D
の
場
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
七
七
年
五
月
の
O
E
C
D
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

事
会
に
ア
ド
・
ホ
ヅ
ク
・
グ
ル
ー
プ
ー
以
下
、
鉄
鋼
特
別
部
会

－
設
立
の
た
め
の
事
務
局
原
案
が
提
出
さ
れ
、
討
議
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
同
部
会
は
O
E
C
D
事
務
局
長
直
属
と
し
、
そ
の
召

集
は
事
務
局
長
が
お
こ
な
う
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
以
下
の
要
件

が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
承
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一

回
の
会
合
は
事
務
局
に
よ
る
鉄
鋼
業
に
関
す
る
事
実
調
査
が
完
了

し
、
米
、
日
、
E
C
間
の
事
前
折
衝
で
付
託
事
項
に
合
意
が
成
立

し
、
か
つ
、
開
催
日
に
つ
い
て
関
係
各
国
が
合
意
し
た
と
き
に
開

か
れ
る
と
さ
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
特
別
部
会
を
、
鉄
鋼
業
の
直
面
す
る
構
造
的

問
題
（
過
剰
設
備
問
魑
な
ど
）
お
よ
び
循
環
的
問
題
（
不
況
下
で
の
低

価
格
輸
出
問
題
な
ど
）
を
討
議
す
る
場
と
し
て
こ
れ
を
位
置
づ
け
、

積
極
的
に
関
与
し
て
ゆ
く
。
都
会
設
置
の
事
務
担
当
に
は
0
E
C

D
事
務
局
次
長
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ヅ
ト
ン
が
就
任
し
た
が
、
彼

は
ア
メ
リ
カ
国
務
省
出
身
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
意
向
を
か

な
り
体
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
部
会
設
置
承
認
直
後
に

情
勢
把
握
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
お
も
む
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

25
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ド
ラ
フ
ト
段
階
で
の
米
国
鉄
鋼
協
会
白
書
『
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
経

済
学
』
（
こ
れ
は
対
日
・
E
C
批
判
の
た
め
の
理
論
武
装
の
書
と
い
う
性

椿
を
持
つ
）
に
目
を
と
お
し
、
そ
の
主
旨
を
十
分
把
握
し
て
O
E

C
D
に
戻
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
て
鉄
鋼
部
会
は
七
七
年
七
月
か
ら
七
八
年
九
月
の
間
に
計
七

回
開
か
れ
る
が
、
そ
の
性
椿
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
と
さ
れ
、

最
初
の
作
業
と
し
て
世
界
鉄
鋼
業
の
情
勢
に
つ
き
事
実
調
査
す
る

マ
ン
デ
ー
ト
（
権
隈
の
委
譲
）
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
の
ル
ー
ス
な

も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
第
一
回
の
会
議
で
は
事
務
局
が
用
意
し

た
調
査
報
告
書
（
↓
監
ω
さ
冨
饒
冒
ぎ
ま
O
岸
O
自
彗
O
ω
誌
色

H
邑
易
弐
）
“
言
冨
岩
ミ
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
協
議
体
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
事
態
は
進
展
し
て
ゆ
く
。
ひ
と
つ
は
、
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
多
様
な
情
況
認
識
、
利
害
を
持
っ
た
主
体
が
構
成
す
る

マ
ル
チ
の
場
で
は
明
確
な
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
実
際
に
は

各
国
間
に
大
き
な
バ
イ
ア
ス
が
あ
り
、
ま
た
タ
イ
ム
．
ラ
グ
を
と

も
な
い
が
ち
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
名
前
を
原
案
と
し
て
持
っ
て
い
た
が
、
E
C
は
そ
の

語
感
が
強
す
ぎ
る
と
し
て
こ
れ
に
強
く
反
対
、
緒
局
ア
メ
リ
カ
は

制
度
の
す
み
や
か
な
発
足
を
重
視
し
て
、
「
情
報
収
集
制
度
」

（
㎝
壱
富
目
δ
H
o
q
里
亭
邑
品
巨
o
H
旨
註
一
昌
）
と
い
う
呼
ぴ
名
を
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

会
議
に
提
案
、
合
意
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
第
二
は
、
先
進
国
鉄
鋼
業
の
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
共
通

認
識
が
ひ
と
ま
ず
も
た
ら
さ
れ
た
点
で
あ
る
（
第
二
回
会
合
）
。
す

な
わ
ち
、
O
E
C
D
加
盟
国
の
鉄
鋼
業
は
深
刻
な
不
況
に
直
面
し

て
お
り
、
雇
用
水
準
や
経
営
状
態
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ

る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
一
都
の
国
は
緊
急
の
対
策
に
せ
ま
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
世
界
的
な
能
カ
過
剰
間
題
は
長
期
化
の
様
相
を

深
め
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
に
鉄
鋼
業
が
有
し
て
い
る
景
気
循
環
的

性
格
が
加
わ
り
、
景
気
後
退
期
に
お
け
る
苦
況
は
将
来
も
繰
り
返

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け

て
、
い
国
際
貿
易
の
発
展
、
⇔
鋼
材
の
価
格
決
定
、
⇔
世
界
鉄
鋼

業
に
お
け
る
構
造
変
化
、
の
三
点
が
次
回
会
合
の
優
先
議
題
と
す

る
こ
と
が
了
解
さ
れ
、
政
策
論
議
へ
の
足
が
か
り
が
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

　
第
三
は
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
三
回
会
合
）
。

○
　
構
造
調
整
、
近
代
化
が
長
期
的
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

　
し
て
持
続
的
に
優
先
的
な
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
過

　
程
は
困
難
を
と
も
な
い
、
ま
た
時
に
は
苦
し
み
を
と
も
な
う
が

鯛

㌧
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メ
ン
バ
ー
国
は
国
際
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
協
調
す
べ
き
で
あ

　
り
、
調
整
の
重
荷
を
他
国
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で

　
あ
る
。

⇔
　
い
か
な
る
応
急
措
置
も
、
国
際
貿
易
の
自
由
か
つ
公
正
な
流

　
れ
お
よ
ぴ
世
界
の
鉄
鋼
業
を
合
理
化
す
る
た
め
の
長
期
的
必
要

　
性
と
整
含
性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
鉄
鋼
業
の

　
基
本
問
題
の
い
か
な
る
解
決
も
、
量
的
な
規
制
に
依
存
す
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

⇔
　
価
格
の
問
題
は
特
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
需
要
低
迷

　
期
に
は
価
格
が
下
落
し
、
赤
字
販
売
の
傾
向
が
出
て
く
る
で
あ

　
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
、
ど
の
国
も
自
国
の
生
産
と
雇
用
に
損

　
失
を
与
え
て
ま
で
、
不
当
な
低
価
椿
に
よ
る
大
量
の
輸
入
を
受

　
け
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
輸
入
に
対
す

　
る
い
か
な
る
措
置
も
、
従
来
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
を
考
慮
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

　
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
O
E
C
D
の
場
で
は
第
三
回
会
合
が
終
っ

た
時
点
で
、
ひ
と
ま
ず
議
論
の
大
枠
が
定
ま
り
、
実
質
的
な
協
議

段
階
に
は
い
る
準
備
が
整
っ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
事
態

は
O
E
C
D
の
枠
外
で
急
展
開
を
み
せ
る
。
米
、
E
C
は
切
迫
す

る
自
国
（
地
域
）
の
状
況
に
対
し
、
あ
ら
た
な
政
策
対
応
を
せ
ま

ら
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ト
リ
ガ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
制
度

　
（
↓
ユ
o
q
o
q
宵
吊
ユ
8
旨
8
げ
葭
艮
閉
昌
）
で
あ
り
、
E
C
に
よ
る
べ
ー

シ
ヅ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
お
よ
ぴ
主
要
貿
易
相
手
国
と
の
二
国
間

協
定
の
導
入
で
あ
る
。

　
力
ー
タ
ー
政
権
が
導
入
し
た
T
P
M
は
七
七
年
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
燃
え
広
が
っ
た
国
内
圧
カ
ヘ
の
対
応
と
し
て
生
ま
れ
た
。
工

場
閉
鎖
、
レ
イ
・
オ
フ
、
業
界
・
労
組
の
ロ
ピ
ィ
ー
イ
ン
グ
に
呼

応
し
た
議
会
か
ら
の
圧
カ
、
業
界
に
よ
る
一
連
の
ダ
ン
ビ
ン
グ
提

訴
に
対
応
す
べ
く
、
ま
た
数
量
規
制
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
保
謹

主
義
的
手
段
を
避
け
つ
つ
、
行
政
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

い
わ
ゆ
る
「
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
（
七
七
年
十
二
月
六
日
発
表
）

で
あ
る
。
ト
リ
ガ
ー
と
は
「
引
き
が
ね
」
を
意
味
す
る
が
、
具
体

的
に
は
、
世
界
で
も
っ
と
も
効
率
的
な
日
本
の
生
産
コ
ス
ト
を
ダ

ン
ビ
ン
グ
調
査
の
価
格
基
準
（
っ
ま
り
ト
リ
ガ
ー
）
と
し
て
、
こ
れ

を
下
ま
わ
る
輸
入
に
対
し
て
そ
の
司
法
手
続
き
の
迅
遠
化
を
は
か

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
輸
入
対
策
と

併
行
し
て
「
ソ
ロ
モ
ン
・
．
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
鉄
鋼
業
近
代
化
の
た

め
に
は
投
資
の
促
進
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
税
制
上
の
優
遇
、

環
境
政
策
の
整
備
と
い
っ
た
国
内
措
置
を
も
勧
告
し
て
い
る
。
T

P
M
に
よ
る
価
格
支
持
を
と
お
し
て
企
業
収
益
を
確
保
し
、
そ
れ

〃
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を
通
じ
て
投
資
の
促
進
を
期
待
す
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
政
府
助
成

も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
他
方
E
C
も
、
七
七
年
当
初
に
着
手
し
た
危
機
対
策
に
よ
っ
て

も
域
内
需
給
、
価
楕
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
対
策
の
強
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
E
C
業
界
は
国
内
需
給
措
置
を
効
果
な
ら
し

め
る
た
め
、
輸
入
鋼
材
に
対
す
る
価
椿
、
数
量
両
面
の
規
制
措
置

を
E
C
委
員
会
に
求
め
た
。
E
C
外
相
理
事
会
は
十
二
月
、
べ
ー

シ
ヅ
ク
・
プ
ヲ
イ
ス
制
度
お
よ
び
二
国
間
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
決

定
、
七
八
年
一
月
か
ら
べ
ー
シ
ィ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
を
下
ま
わ
る

輸
入
に
対
し
て
は
暫
定
関
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
域
内
に
お
け
る
最
低
価
楕
制
度
や
企
業
別
出
荷
割
り
当
て
制

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

度
な
ど
も
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
、
E
C
に
お
け
る
施
策
が
ユ
ニ
、
バ
イ
の
レ
ベ

ル
で
作
動
し
始
め
る
の
と
併
行
し
て
、
O
E
C
D
に
も
う
ひ
と
つ

の
刺
激
が
入
カ
さ
れ
て
ゆ
く
。
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
（
M
T
N
）

の
本
格
化
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

　
　
　
四
　
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
進
展

　
ア
メ
リ
カ
政
府
は
「
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
国
内

圧
カ
を
ひ
と
ま
ず
か
わ
し
、
政
治
的
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
手
に
入
れ

る
が
、
こ
の
時
期
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
は
本
格
的
な
交
渉
が
開
始
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
た
〔
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
進
行
経
緯
に
つ
い
て
は
稿
末
の

付
表
を
参
照
の
こ
と
〕
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
M
T
N
の
成
功
を
う
た
っ
た
ロ
ン
ド
ン
．
サ

ミ
ッ
ト
（
七
七
年
五
月
）
含
意
を
フ
ォ
ロ
ー
・
ア
ヅ
プ
す
べ
く
、

ス
ト
ラ
ウ
ス
S
T
R
大
使
は
七
月
に
E
C
の
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
委
員

長
と
会
談
、
翌
七
八
年
一
月
十
五
日
頃
ま
で
に
以
下
の
四
段
階
の

交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
さ
せ
る
と
の
了
解
に
達
し
た
。
H
関
税
交

渉
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
合
意
、
⇔
リ
ク
エ
ス
ト
の
提
出
、
⇔
非
関

税
措
置
等
に
関
す
る
国
際
コ
ー
ド
案
の
提
出
、
㈲
オ
フ
ァ
ー
の
提

出
、
で
あ
る
。
ス
ト
ヲ
ウ
ス
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
提
出

後
の
二
国
間
交
渉
を
三
力
月
で
終
了
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て

い
た
生
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
米
・
E
C
間
了
解
の
背
景
に
は
、
こ

れ
以
上
東
京
ラ
ウ
ン
ド
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
保
護
主
義
の
動
き
を

助
長
さ
せ
、
世
界
貿
易
を
縮
少
均
衡
さ
せ
る
危
険
が
強
ま
る
こ
と
、

ま
た
、
さ
し
せ
ま
っ
た
間
題
と
し
て
は
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の

大
統
領
選
挙
と
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
ま
く
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
米
・
E
C
了
解
を
受
け
て
七
七
年
秋
以
峰
、
主
要
国
間
で

鯛
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協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
鉱
工
業
品
の
関
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は

ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
目
ン
方
式
を
採
用
し
、
加
重
平
均
引
き
下
げ
率

は
四
〇
％
に
す
る
と
い
う
案
が
生
ま
れ
て
き
た
。
最
初
に
イ
ニ
シ

ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
を
提
出
し
た
の
は
日
本
で
あ
り
（
七
八
年
一
月

十
八
日
）
、
北
欧
諸
国
（
同
月
十
九
日
）
、
E
C
（
同
月
二
〇
日
）
、
米

（
同
月
二
三
日
）
と
続
い
た
。

　
主
要
国
に
よ
る
関
税
、
非
関
税
捲
置
お
よ
ぴ
農
産
物
に
つ
い
て

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
二
国

間
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
月
お
よ
ぴ
四
月
の
非

公
式
閣
僚
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い
て
、
米
・
E
C
・
日
間
で
M
T
N

を
七
八
年
夏
ま
で
に
実
質
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ

こ
に
七
三
年
九
月
の
「
東
京
宣
言
」
に
始
ま
っ
た
M
T
N
は
、
石

油
危
機
の
発
生
や
米
国
の
七
四
年
通
商
法
成
立
の
遅
れ
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
具
体
的
な
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も

と
、
よ
う
や
く
本
格
交
渉
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
特
別
部
会
を
常
設
機
関
に
す
る
と
い
う
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
も

ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

M
T
N
が
関
税
の
引
き
下
げ
を
オ
フ
ァ
ー
す
る
の
み
で
自
分
達
の

利
益
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
鉄
鋼
業
界
の
不
満
に
対
し
、
よ
り
説

得
的
な
対
応
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。

　
M
T
N
に
お
い
て
主
要
各
国
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
が
出

そ
ろ
い
、
二
国
間
協
議
が
進
行
し
始
め
た
七
八
年
三
月
、
ア
メ
リ

カ
政
府
は
日
本
、
E
C
に
対
し
常
設
化
の
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
現
行
の
枠
組
み
に
は
「
何
を
な
す
べ
き
か
」
に

つ
い
て
の
完
全
な
意
見
の
一
致
が
な
い
こ
と
、
各
国
が
導
入
す
る

貿
易
措
置
の
事
前
協
議
、
既
存
の
貿
易
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
明
確

化
な
ど
に
実
質
的
成
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
へ
の
不
満
が
あ
っ

た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
提
案
に
対
し
、
E
C
、
日
本
は
M
T
N
と
の

関
係
の
あ
い
ま
い
さ
、
他
の
セ
ク
タ
ー
へ
の
波
及
、
発
展
途
上
国

の
参
加
が
問
題
を
複
雑
化
さ
せ
る
点
、
管
理
貿
易
を
正
当
化
し
保

謹
主
義
を
助
長
さ
せ
る
危
険
を
は
ら
む
な
ど
と
し
て
疑
念
を
提
し
・

さ
き
に
発
足
し
た
情
報
収
集
制
度
の
効
果
的
な
運
用
を
促
進
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
）

る
こ
と
の
方
が
先
決
で
は
な
い
か
と
の
立
場
を
と
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
の
相
違
も
、
M
T
N
促
進
と
い
う
目
的
の
前

で
は
調
整
可
能
な
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
七
八
年
四
月
二
五
日

の
ス
ト
ラ
ウ
ス
S
T
R
代
表
H
ダ
ビ
ニ
才
ン
E
C
委
員
会
委
員
…

天
谷
通
産
省
基
礎
産
業
局
長
の
三
者
協
議
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
塞
本

　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

線
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
H
国
際
協
カ
の
た
め
の
、
よ
り
永
続
的
な

仕
組
み
（
里
旨
o
冨
需
『
冒
彗
昌
汁
津
昌
g
胃
⑭
）
が
必
要
で
あ
る
。

鉄
鋼
問
題
は
短
期
間
に
解
決
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
将
来
も
繰

鵬
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り
返
し
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
回
の
危
機
の
経
験
を
活
か

し
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
⇔
鉄
鋼
問
趨
の
検
討
に
つ
い
て
、

従
来
よ
り
広
い
マ
ン
デ
ー
ト
を
も
つ
国
際
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

設
立
し
、
政
策
討
議
お
よ
び
共
通
の
関
心
事
項
た
る
関
連
分
野
の

検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
⇔
各
国
の
協
カ
お
よ
ぴ
個
別
の

措
置
に
つ
い
て
、
明
確
な
方
向
づ
け
と
コ
、
・
・
ヅ
ド
メ
ン
ト
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
あ
ら
た
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
取
り
扱
う
問
題
と
し
て
以
下
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
○
鉄
鋼
需
給
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
お
よ
び
将
来
見
通
し

　
⇔
鉄
鋼
業
の
雇
用
、
利
潤
、
投
資
、
生
産
コ
ス
ト
、
生
産
性
等

　
の
変
化
の
フ
ォ
ロ
ー

　
⇔
鉄
鋼
問
題
に
関
す
る
共
通
の
見
通
し
お
よ
び
必
要
な
場
合
に

　
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
㈲
G
A
T
T
等
の
国
際
ル
ー
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
整

　
合
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
の
各
国
鉄
鋼
政
策
の
レ
ヴ
ユ
ー

　
鉤
望
ま
し
く
な
い
鉄
鋼
投
資
の
拡
大
を
回
避
す
る
た
め
の
ガ
イ

　
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
こ
の
三
者
了
解
に
つ
い
て
は
以
下
の
二
点
が
特
に
重
要
と
思
わ

れ
る
。
第
一
は
、
こ
の
了
解
に
つ
い
て
の
関
係
各
国
の
同
意
取
り

つ
け
の
時
期
が
、
M
T
N
の
実
質
妥
結
の
め
ど
と
さ
れ
た
七
月
中

旬
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
再
三
指
摘
し
て
き
た
よ

う
に
、
あ
ら
た
な
常
設
機
関
の
創
設
が
M
T
N
支
援
を
意
味
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
新
設
の
場
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
点
で
日
・
米
．

E
C
間
に
意
見
の
一
致
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、

O
E
C
D
が
ゆ
る
や
か
な
拘
束
力
し
か
持
た
な
い
こ
と
、
発
展
途

上
国
を
参
加
さ
せ
る
点
で
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
態
度
を

保
留
し
た
。
一
方
、
日
本
、
E
C
は
O
E
C
D
の
場
を
考
え
、
特

別
部
会
の
発
展
的
解
消
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

　
新
し
い
常
設
機
関
を
め
ぐ
る
論
議
は
当
然
そ
の
あ
と
の
第
五
回

特
別
部
会
（
七
八
年
六
月
）
に
出
さ
れ
、
日
、
米
、
E
C
以
外
の

参
加
国
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。
．
各
国
の
反
応
は
ア
メ
リ
カ
を
除

い
て
O
E
C
D
と
す
る
点
で
原
則
的
な
一
致
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
ど
こ
ま
で
永
続
的
な
も
の
に
す
る
か
と
い
う
点
で
は
E
C
が
凝

問
を
呈
し
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
中
進
国
の
参
加
問
題
と
q
E
C
D
の

メ
ン
バ
ー
シ
ヅ
プ
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
か
も
論
議
さ
れ
た
。

　
設
置
の
場
と
構
成
員
の
範
囲
に
加
え
て
、
新
設
機
関
の
コ
、
ミ
ヅ

ト
メ
ン
ト
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

新
機
関
が
市
場
分
割
の
方
向
に
む
か
う
危
険
性
、
鉄
鋼
貿
易
の
固
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定
化
に
加
担
す
る
危
険
性
、
G
A
T
T
の
法
的
枠
組
み
や
セ
ク
タ

ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
重
複
す
る
危
険
性
な
ど
が
E
C
、
カ
ナ
ダ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
イ
ス
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
。
日
本
も
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
意
向
に
原
則
的
に
同
意
し
つ
つ
、
市
場
分
割
に
走
っ

た
り
、
貿
易
の
縮
少
均
衡
を
招
来
す
る
危
険
の
あ
る
リ
ジ
ヅ
ト
な

セ
ク
タ
ー
別
交
渉
の
場
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
第
五
回
会
合
の
約
一
力
月
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
米
、

E
C
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
等
の
主
要
国
閣
僚
を
含
め
た
M
T
N
交
渉

が
集
中
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
七
月
中
旬
を
め
ど
に
実
質

合
意
に
達
す
る
と
い
う
了
解
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の

時
期
ま
で
に
「
七
月
中
旬
了
解
」
を
は
ぱ
む
間
題
が
発
生
し
て
い

た
。
農
産
物
を
め
ぐ
る
日
・
米
、
補
助
金
・
相
殺
関
税
を
め
ぐ

る
米
．
E
C
、
選
択
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
め
ぐ
る
日
・
E
C
間
の

対
立
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
七
月
に
入
る
と
E
C
が
一

旦
オ
フ
ァ
ー
し
た
関
税
引
き
下
げ
案
を
大
幅
に
撤
回
し
た
た
め
、

事
態
は
こ
じ
れ
、
結
局
、
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
現
状
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
焔
）

る
数
力
国
代
表
団
声
明
」
を
出
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
声
明
は
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
包
括
的
バ
ツ
。
ケ
ー
ジ
の
主
要
要

素
に
関
す
る
了
解
の
枠
組
み
が
得
ら
れ
た
」
と
す
る
点
で
積
極
的

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
項
目
H

鉄
鋼
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
特
に
注
目
し
た
い
。
鉄
鋼
間
題

は
「
工
業
品
関
税
」
の
項
目
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
「
代
表
団
は
、
O
E
C
D
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
鉄
鋼
委
員
会

　
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
鉄
鋼
に
関
す
る
多
角
的
決
議
の
準

　
備
に
関
す
る
討
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
そ

　
の
よ
う
な
決
議
を
適
当
な
時
期
に
採
択
す
る
こ
と
は
、
鉄
鋼
製

　
晶
に
関
す
る
東
京
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
交
渉
を
容
易
に
す
る
こ

　
と
と
な
る
。
」

こ
の
茎
言
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
具
体
的
記
述
品
目
で
あ
る
航
空
機

問
題
が
、
「
関
税
の
撤
廃
お
よ
ぴ
他
の
措
置
に
よ
る
貿
易
制
隈
的

な
い
し
阻
害
的
効
果
の
で
き
う
な
限
り
の
軽
減
ま
た
は
廃
止
を
舎

め
、
最
大
限
の
自
由
を
交
渉
す
る
と
の
目
的
に
つ
き
合
意
し
た
」

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
交
渉
内
容
に
論
及
し
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
特
異
さ

が
一
層
め
だ
つ
。
鉄
鋼
に
関
す
る
論
及
が
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の

強
い
要
請
に
よ
る
と
い
う
事
実
は
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
国
内
向

け
に
「
国
際
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
必
要
と
し
て
い
た
か
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
代
表
団
声
明
は
そ
の
二
日
後
の
ボ
ン
一
サ
ミ
ヅ
ト
で
支
持

さ
れ
、
M
T
N
完
了
が
同
年
十
二
月
十
五
日
と
す
る
こ
と
が
声
明
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さ
れ
る
が
、
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
の
十
日
後
、
0
E
C
D
で
は
第
六

回
の
鉄
鋼
特
別
都
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
場
で
は
委
員
会
設
立
の

決
議
案
に
つ
き
協
議
さ
れ
た
が
、
M
T
N
終
了
が
十
二
月
に
ず
れ

こ
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
具
体
的
な
縞
論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
鉄

鋼
委
員
会
の
設
立
は
九
月
二
〇
、
二
一
日
の
第
七
回
会
合
で
そ
の

大
枠
に
合
意
が
生
ま
れ
、
翌
十
月
二
六
日
の
理
事
会
に
お
い
て
正

式
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
委
員
会
設
立
に
際
し
多
く
の
議
論
を

よ
ん
だ
非
加
盟
国
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、
委
員
会
は
参
加
招
請
を
理
事
会
に
提
案
で
き
る
と
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
当
該
国
が
委
員
会
の
作
業
に
つ
い
て
妥
当
な
範
囲
内
で

委
員
会
参
加
の
加
盟
国
と
同
一
の
コ
、
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
を
負
う
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
負
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
、
非
加
盟
国

の
参
加
が
委
員
会
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
認
め

　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

ら
れ
る
場
合
、
で
あ
る
。

　
ま
た
、
理
事
会
決
定
の
「
付
属
文
書
」
に
は
、
鉄
鋼
産
業
が
直

面
す
る
「
諸
問
題
」
（
串
0
9
0
冒
蜆
）
、
各
国
政
府
が
協
カ
し
て
解
決

す
べ
き
「
諸
目
標
」
（
○
互
8
ま
く
窪
）
、
「
委
員
会
機
能
」
（
O
O
昌
．

嘗
｛
ヰ
8
句
自
昌
ま
O
鶉
）
、
「
当
初
の
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
」
（
5
董
巴

O
o
冒
昌
津
臣
彗
ま
）
、
「
当
初
の
作
業
計
画
」
（
旨
き
巴
峯
o
鼻
零
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

o
q
；
目
冒
o
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
委
員
会
は
い
ま
ま
で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
よ
り
も
は
る
か
に
整
備
さ
れ
た
組
織
体
と
い
え
る
。
し
か
し
そ

れ
が
直
ち
に
実
際
の
機
能
を
保
障
す
る
と
は
隈
ら
な
い
。
そ
れ
は

O
E
C
D
の
よ
う
な
意
見
交
換
・
合
意
形
成
を
重
視
す
る
「
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
国
の
深
刻
な
利
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
、
　
　
、

対
立
を
交
渉
で
解
決
す
る
場
で
は
な
く
、
も
っ
と
ゆ
る
や
か
な
調

、整
の
場
な
の
で
あ
る
。

五
　
結

語

　
以
上
が
、
常
設
委
員
会
成
立
ま
で
の
大
筋
で
あ
る
。
第
一
回
の
鉄

鋼
委
員
会
は
七
八
年
十
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
政
府
が
連
邦
議
会
に
M
T
N
締
結
の
意
図
を
通
告
す
る

一
力
月
前
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
半
年
後
、
M
T
N
を
国
内
法

制
化
す
る
た
め
の
「
七
九
年
通
商
協
定
法
」
が
成
立
し
た
。

　
東
京
ラ
ウ
ン
ド
が
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
問
題
を
積
み
残
し
た
と
は
い

え
、
そ
れ
が
ひ
と
ま
ず
成
立
し
た
こ
と
は
自
由
貿
易
体
制
に
と
っ

て
成
功
を
意
味
し
て
い
た
（
七
九
年
十
一
月
の
第
三
五
回
G
A
T
T

総
会
で
正
式
承
認
）
。
と
同
時
に
、
O
E
C
D
に
政
治
的
解
を
求
め

た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
行
動
も
ひ
と
ま
ず
成
功
を
も
た
ら
し
た
。
し

か
し
、
世
界
鉄
鋼
業
が
か
か
え
る
構
造
問
題
は
、
便
宜
的
な
政
治

説
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（33）　「経済の政治化」について

的
解
で
解
決
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
約
一
年
二
力
月
に
わ
た
る
鉄
鋼
特
別
部
会
の

経
験
は
そ
の
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
る
。
は
た
し
て
常
設
の
委
員

会
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

農
産
物
や
繊
維
と
並
ん
で
「
政
治
商
品
」
の
代
表
格
で
あ
る
鉄
鋼

セ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
経
済
の
政
治
化
は
不
可
避
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
経
済
の
政
治
化
を
極
小
化
す
る
国
際
的
枠
組
み
と
は
一
体
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
〕

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
O
E
C
D
の
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
冒
ン
機
能
中
心
の
場
で
、
は
た
し
て
「
政
治
商
品
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

て
ど
れ
ほ
ど
実
態
に
即
し
た
対
応
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

は
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
経
済
の
政
治
化
」
と
は
、
か
つ
て
は
技
術
・
実
務
レ
ペ
ル
で

　
処
理
さ
れ
た
り
、
市
場
の
カ
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
経
済
問
題
が
、

　
国
内
政
治
や
外
交
の
主
要
争
点
に
転
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
国
内
政
治

　
過
程
と
国
際
政
治
過
程
が
連
動
さ
れ
て
ゆ
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
う
。

　
こ
れ
を
本
稿
の
テ
ー
マ
と
関
連
し
て
図
式
化
す
れ
ぱ
、
自
由
貿
易
対

　
保
護
貿
易
、
国
際
的
ル
ー
ル
対
各
国
別
裁
量
性
、
国
際
比
較
優
位
原

　
則
対
国
内
的
価
値
産
業
本
位
、
の
各
次
元
に
お
い
て
、
後
者
へ
の

　
傾
斜
が
強
ま
る
状
態
と
い
え
る
。
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
軍
＆

　
宙
｛
易
o
戸
べ
邑
こ
』
ぎ
§
s
、
ざ
薯
ざ
ミ
o
薫
ざ
ミ
b
軋
竃
ミ
恥
、
一
H
署
一

　
〇
や
旨
－
筆
■
『
対
外
経
済
政
策
の
基
本
』
（
対
外
経
済
政
策
研
究
グ

　
ル
ー
プ
、
　
一
九
八
○
年
）
所
収
の
兼
光
秀
郎
論
文
、
八
四
－
二
一
七

　
員
。

　
　
な
お
、
鉄
鋼
摩
擦
間
題
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
以
下
を
参
照
。

　
内
q
o
蜆
巨
肉
彗
轟
巨
ヰ
9
二
』
p
右
閏
篶
器
望
鶉
－
巨
ま
o
＞
昌
o
ユ
s
■

　
旨
曽
『
岸
o
寸
　
O
o
冒
－
ざ
一
　
鵯
■
ρ
　
O
寧
自
m
o
、
　
ド
昏
雨
　
ミ
o
ミ
“
　
■
o
o
S
o
ミ
一

　
留
貝
o
目
げ
胃
H
凄
］
一
勺
や
N
s
I
豊
o
，
1
・
M
．
デ
ス
ラ
ー
H
佐
藤

　
英
夫
編
『
日
米
経
済
紛
争
の
解
明
』
（
九
茂
明
則
監
訳
、
　
一
九
八
二

　
年
）
所
収
の
佐
藤
・
ホ
デ
ィ
ン
論
文
、
三
七
－
九
八
頁
。

（
2
）
　
本
節
は
拙
稿
「
保
護
貿
易
の
政
治
学
（
1
）
」
『
法
学
研
究
』

　
（
一
橋
大
学
研
究
年
報
・
ニ
ニ
号
、
　
一
九
八
三
年
）
m
，
w
章
を
要

　
約
、
一
部
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
同
論
文
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

（
3
）
　
業
界
の
戦
略
は
金
米
鉄
鋼
労
組
（
U
S
W
A
）
の
そ
れ
と
基
本

　
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ぱ
以
下

　
の
論
稿
を
参
照
。
司
■
Ω
．
言
一
〇
家
、
H
臣
ω
富
色
H
昌
、
O
斗
串
O
－

　
巨
o
目
一
H
箒
o
o
ざ
o
－
H
己
轟
才
く
≦
o
峯
o
o
｛
ま
、
ご
o
｝
o
旨
o
田
H
己
o

　
：
H
臣
ω
豪
二
ξ
昌
叶
串
董
彗
一
H
5
冒
一
昌
／
、
訂
考
呈
g
、
．

　
巨
、
ミ
恥
H
§
§
一
、
s
寺
H
§
“
雨
一
畠
s
鵯
、
さ
“
§
載
o
ミ
、
H
ぎ
o
s
｝
冊

　
呉
吻
ぎ
ト
H
冨
肉
昌
ヰ
ω
富
宥
o
o
“
8
－
ω
o
昌
ぎ
胃
一
岩
詰
一
勺
o
1
－
1

　
－
一
〇
〇
〇
－
o
o
o
〇
一

（
4
）
　
七
四
年
通
商
法
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
肉
o
冨
津
＞
．

　
弔
鶉
ヰ
o
■
o
§
味
ミ
葛
§
軋
§
軸
、
o
、
§
8
呉
q
I
り
、
o
ミ
暗
s

　
■
s
§
§
ミ
、
き
ミ
一
ε
S
1
、
§
9
岩
o
．
9
勺
や
－
ま
I
H
o
o
蜆
－
圓

　
本
経
済
新
周
社
編
『
新
通
商
法
と
国
際
貿
易
』
一
九
七
五
年
、
第
二

33
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章
。

（
5
）
　
H
．
旨
．
U
窃
ま
『
一
ミ
s
ぎ
祭
、
o
、
と
寒
肉
S
§
ミ
o
，
o
ミ
§

　
岩
o
o
〇
一
〇
勺
1
－
簑
－
ぱ
o
〇
一
ζ
o
o
l
－
遣
・

（
6
）
　
細
田
博
之
（
通
産
省
鉄
鋼
業
務
課
）
の
講
演
録
『
日
本
鉄
鋼
輸

　
出
組
合
月
報
』
　
一
九
七
七
年
三
月
号
、
　
一
九
－
二
二
頁
。
な
お
、
　
一

　
九
七
六
年
三
月
に
は
、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
S
T
R
に
対
し
、
特
殊

　
鋼
を
含
め
た
鉄
鋼
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
G
A
T
T
で
お
こ
な
う
よ
う

　
指
示
し
て
い
る
。

（
7
）
　
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
外
務
省
経
済
局
『
世
界
経
済
の
課

　
題
』
一
九
七
七
年
版
、
九
員
。

（
8
）
　
O
E
C
D
鉄
鋼
特
別
部
会
お
よ
ぴ
鉄
鋼
委
員
会
に
つ
い
て
は
下

　
記
の
論
稿
を
利
用
し
た
。
野
本
佳
夫
「
O
E
C
D
鉄
鋼
ア
ド
ホ
ヅ

　
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
『
経
済
と
外
交
』
一
九
七
八
年
三
月
号
、
二
五
－

　
二
八
頁
。
古
困
肇
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
設
立
」
『
貿
易
政
策
』

　
一
九
七
八
年
十
二
月
号
、
二
四
－
二
七
頁
。
小
沢
俊
朗
「
世
界
鉄
鋼

　
問
題
の
現
状
」
『
経
済
と
外
交
』
一
九
七
八
年
十
二
月
号
、
二
六
－

　
三
〇
員
。
佐
野
忠
克
「
0
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
設
立
の
経
緯
と
今

　
後
の
方
向
」
『
鉄
鋼
界
』
一
九
七
九
年
二
月
号
、
一
四
－
二
三
員
。

　
小
川
邦
夫
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
動
向
と
今
後
の
世
界
鉄
鋼

　
業
」
同
上
、
一
九
八
○
年
六
月
号
、
ニ
ニ
ー
二
一
頁
。
曽
」
9
竃
－
峯
・

　
葭
o
a
戸
：
＞
老
g
－
o
昌
註
弔
o
＝
o
｝
｛
冒
○
H
0
目
葭
己
豊
φ
司
冨
o
H
屋
ρ
9

　
0
■
｝
O
峯
｛
〇
一
〇
〇
句
o
圭
岸
す
巾
H
o
汁
o
o
庄
o
目
庁
冒
、
　
勺
－
・
］
）
・
］
U
床
咀
0
H
．

　
ま
弍
O
P
O
O
巨
昌
一
〕
ぎ
O
邑
毒
鶉
津
さ
岩
N
鵯
－

（
9
）
　
佐
野
諭
文
、
前
出
、
一
七
頁
。
野
本
論
文
、
前
出
、
二
六
頁
。

　
各
国
が
定
期
的
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
デ
ー
タ
の
概
要
は
以
下

　
の
と
お
り
。
H
一
般
的
鉄
鋼
指
標
（
粗
鋼
生
産
能
カ
、
粗
鋼
生
産
、

　
新
規
受
注
、
受
注
残
高
、
雇
用
）
、
o
国
際
鉄
鋼
貿
易
（
貿
易
総
量
．

　
総
額
H
輸
出
入
先
別
、
特
定
製
品
の
輸
入
量
・
額
）
、
嘗
鉄
鋼
価
樒

　
（
国
内
、
輸
出
）
、
輔
長
期
的
構
造
変
化
（
自
国
お
よ
ぴ
非
加
盟
国
の

　
長
期
的
生
産
能
カ
等
に
関
す
る
憎
報
）

（
1
0
）
　
O
向
O
∪
勺
冨
m
之
＞
（
N
“
）
　
㎞
ナ
　
勺
閏
ユ
y
　
ω
o
｛
巨
　
Z
o
く
o
昌
一
］
o
■

　
岩
ミ
・
佐
野
論
文
、
前
出
、
　
一
七
頁
。

（
1
1
）
　
－
津
o
冨
o
q
昌
2
H
鶉
片
弓
o
『
8
o
■
ω
詩
♀
尋
盲
ミ
ざ
§
雨

　
、
ミ
帖
迂
§
、
』
o
s
喜
ミ
￥
§
“
札
ミ
、
さ
帖
ミ
§
盲
ミ
ざ
臼
ミ
、
H
ミ
軋
姜
“
ミ
一

　
H
0
ミ
．

（
1
2
）
　
シ
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
（
七
七
年
一
月
）
、
ダ
ピ
ニ
オ
ン
．
プ
ラ
ン

　
（
七
七
年
五
月
）
、
新
ダ
ビ
ニ
才
ン
・
プ
ラ
ン
（
七
八
年
一
月
）
と
続

　
く
E
C
共
通
鉄
鋼
政
策
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
島
囲
悦
子
「
欧

　
州
鉄
鋼
業
の
危
機
対
策
と
構
造
改
革
」
『
東
洋
大
学
経
済
研
究
所
研

　
究
年
報
』
第
四
号
、
一
九
七
九
年
、
一
八
二
－
二
＝
二
員
。
射
彗
凧

　
－
o
幕
戸
＝
o
彗
け
竺
馨
饒
o
p
U
宣
阻
蜆
昌
嘗
自
o
o
ユ
蜆
尉
；
旨
o
向
冒
o
．

　
旧
o
臼
冒
O
O
自
－
胃
一
自
目
岸
｝
、
　
H
｝
耐
　
ミ
o
ミ
軋
向
“
o
ミ
o
－
ミ
i
－
葭
目
一
』
臼
H
｝
H
o
o
o
ご

　
○
や
き
ω
1
缶
卓
㎞
・

（
1
3
）
．
甫
＾
京
ラ
ウ
ン
ド
H
M
T
N
（
峯
邑
士
5
↓
0
H
竺
H
H
宮
ρ
o
2
o
的
o
ま
ρ
．

　
弍
o
竃
）
の
記
述
は
主
に
以
下
の
文
猷
に
依
る
。
東
京
ラ
ウ
ン
ド
研
究

　
会
編
『
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
全
貌
』
　
一
九
八
○
年
、
　
一
九
－
五
七
頁
。

　
圓
本
経
済
新
聞
社
編
『
八
○
年
代
の
貿
易
ル
ー
ル
』
一
九
七
九
年
、

　
九
－
二
五
頁
。
U
O
蜆
自
而
■
喜
．
9
こ
｝
勺
、
H
O
H
l
N
H
〇
一
H
。
峯
．
］
U
鶉
白
胃

紹
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彗
口
畠
…
鶉
申
Ω
量
豪
貝
、
ζ
葦
＆
ω
葦
9
0
冒
。
盲
曇
岨
顯
邑

　
亭
①
H
o
斥
｝
o
肉
o
自
目
p
■
窃
蜆
昌
蜆
o
｛
里
ω
；
8
留
ω
ざ
々
、
H
ざ

　
ミ
ミ
ミ
■
8
s
o
§
ド
ー
自
目
Φ
－
唱
o
o
〇
一
〇
〇
－
3
－
、
o
．

（
1
4
）
　
佐
野
論
文
、
前
出
、
一
九
頁
。

（
∬
）
　
同
右
。
天
谷
は
こ
の
会
合
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
表

　
現
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
、
E
C
が
O
E
C
D
の
場
を
、
自
分

　
達
が
導
入
し
た
描
置
を
国
際
的
に
認
識
さ
せ
る
場
と
考
え
た
こ
と
と

　
関
連
し
て
い
よ
う
。
「
米
国
と
し
て
は
、
ソ
ロ
モ
ン
・
リ
ポ
ー
ト
の

　
産
業
政
策
的
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
米
国
単
独
で
や
る

　
よ
り
、
国
際
的
な
産
業
調
整
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
看
板
を
か
か
げ

　
た
方
が
進
め
や
す
い
こ
と
、
一
方
、
E
C
も
ほ
ぼ
同
じ
状
態
に
あ
る

　
こ
と
か
ら
、
日
本
が
こ
れ
に
協
カ
す
れ
ぱ
成
立
す
る
状
態
に
あ
っ
た

　
た
め
、
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
は
わ
り
と
す
ん
な
り
設
立
さ
れ
た
わ

　
け
で
す
。
」
『
鉄
鋼
界
』
一
九
八
○
年
六
月
号
所
収
の
座
談
会
「
先
進

国
鉄
鋼
業
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
け
る
発
言
、
六
頁
。
日
本
は
七
七
年

始
め
か
ら
、
前
年
の
よ
う
な
輸
出
ド
ラ
イ
プ
を
抑
制
し
て
い
た
が
・

　
し
か
し
当
時
は
日
本
を
悪
者
扱
い
す
る
雰
囲
気
が
い
ま
だ
強
か
っ
た
。

日
本
と
し
て
は
、
米
欧
に
譲
歩
し
な
が
ら
、
貿
易
秩
序
を
ま
も
る
と

　
い
う
オ
プ
シ
目
ン
を
選
択
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
が
圧
倒
的
な

国
際
競
争
カ
を
こ
の
時
期
に
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。

八
O
年
代
に
入
り
、
憎
勢
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。

ま
た
、
鉄
鋼
委
員
会
の
設
置
は
、
目
本
に
と
っ
て
M
T
N
の
た
め
の

対
米
コ
ン
セ
ヅ
シ
冒
ン
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
『
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
金
貌
』
前
出
、
五
二
－
五
七
頁
に
全
文
が

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
委
員
会
設
立
時
の
参
加
国
は
O
E
C
D
加
明
皿
の
二
四
力
国
の
う

　
ち
、
以
下
の
二
〇
力
国
お
よ
ぴ
E
C
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
、

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ

　
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ

　
タ
リ
ー
、
日
本
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

　
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
英
国
、
米
国
。
O
向
O
U

　
弔
曇
量
（
ε
ξ
墨
鼻
N
、
葦
○
ぎ
軍
し
§
1
な
お
・
ポ

　
ル
ト
ガ
ル
は
後
目
に
参
加
。
ま
た
非
加
盟
国
の
な
か
で
、
後
日
に
参

　
加
打
診
が
行
わ
れ
た
の
は
イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
軟
国

　
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
理
事
会
決
定
お
よ
ぴ
同
附
属
（
＞
掌
岩
向
×
）
に
つ
い
て
は
前
出

　
賞
料
〔
吊
昌
詔
㌔
＞
（
N
o
。
）
む
〕
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
こ
の
種
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
繊
維
（
G
A
T
T
）
や
造
船

　
（
O
E
C
D
理
事
会
第
六
作
業
部
会
）
が
直
ち
に
念
頭
に
浮
ぷ
。
こ

　
れ
に
各
種
一
次
産
品
の
協
定
を
加
え
れ
ぱ
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。

　
こ
れ
ら
の
セ
ク
タ
ー
間
比
較
が
次
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
の

　
為
に
は
比
較
の
た
め
の
変
数
設
定
“
分
析
モ
デ
ル
の
精
綴
化
が
必
要

　
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
2
0
）
　
O
E
C
D
の
機
能
、
問
麺
点
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
稿
が
有

　
用
で
あ
ろ
う
。
峯
巨
彗
－
o
嘗
昌
喝
一
、
雲
易
ヰ
幸
g
巨
、
射
色
與
庄
o
目
■

　
㎝
巨
七
蜆
一
H
－
Φ
射
o
－
o
良
叶
－
o
O
向
O
U
二
ぎ
』
o
－
目
ω
．
旨
嘗
冨
－
曳

　
昌
“
二
～
ミ
魯
§
s
向
8
§
§
、
H
向
婁
章
岩
ヨ
一
旧
o
l
6
0
－
H
－
N
a
1

舖
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1978

1979

1．18　　　目本，関税，非関税描置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファーを

　　　　　提I出

1．19　　　北欧諸国，関税，非関税摘置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファ

　　　　　ーを提出

1．20　．　EC，関税，非関税措置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファーを

　　　　　提出

1．23　　　米国，関税，非関税措置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファーを

　　　　　提出

　　　　　非公式閣僚レペル会合開催（ジュネーブ）

4．9…10　非公式閣僚レベル会合開催（ジュネープ）（日，米I　ECは，7月中

　　　　　の交渉実質妥緒を合意）

6．19～20　目・米・EC閣僚レペル会合開催（ワシントン）

7，3　　　第8回貿易交渉委員会（交渉の進捗状況をレウ’ユー）

7．10－13　非公式閣僚レペル会合を開催（ジュネーブ）

7，13　　　「東京ラウンド交渉の現状に関する数力国代表団声明」を発表

7．16…17　ボン主要先進国首脳会議（細部にわたる交渉を19ア8年12月ユ5日迄

　　　　　に完了することを合意）

11．15－17　目・米・EC閣僚レペル会合開催（ジュネーブ）

12．18　　　東京ラウンドに関する目米共同声明発表（ジュネープ）（目米閥の主

　　　　　要間題について大筋合意）

1．4　　　米政府，議会に対し東京ラウンド交渉締緒の意図を通告

3．28　　米国，相殺関税ウェーバー延長法議会通過

4．3　　　EC外相理事会｝ITNパソケージに原則的承認

4．11～12　第9回貿易交渉委員会（「調書」を署名のため開放することを決定）

4．12　　「調書」の開放（日，米，北欧，メイス。豪州等12力国及ぴECが

　　　　　同日中に署名）

7．11　　開税プロトコールを薯名のため開放

7．26　　　米国の1979年通商協定法成立

11．26－29　第35回ガヅト総会（東京ラウンドの交渉成果を正式に承認）

ユ2．17　　東京ラウンドで作成されたコードの署名式

『東京ラウンドの全貌』48－50頁』1り作製

36



（37）　「経済の政治化」について

付表　東京ラウンド（MTN）主要圓誌

1973　2．5

　　　4，10

　　　6．25川26

　　　8，31

　　　9．12…14

　　10，3

　　10．24…26

　　12．11

1974　2．7

　　　7．17山18

　　11．20

　　12．13

1975　1．3

　　　2．11～13

7，15～16

11．15－17．

　　12．9～11

19ア6　3．1

　　　6．27～28

　　11．5

1977　　5．7…8

7．11

7，27

7．28

11．28～29

ガヅト理事会（閣僚会議の東京開催を決定）

米政府，「通商法案」を議会に提出

EC外相理事会，漸国際ラウンドに臨む基本方針を決定

圓本，．「新国際ラウント．への参加について」閣議決定

ガヅト東京閣僚会議（東京宣言採択，東京ラウンド交渉正式開胤貿

易交渉委員会を設立）

米下院歳入委員会，通商法案を可決

第1回貿易交渉委員会（作業計画，機構問題を討議）

米下院本会甑通商法案を可決

第2回貿易交渉委員会（準備作業グループを設立）

第3回貿易交渉委貝会（今後の作業計画を検討）

米上院財政委員会，通商法案を可決

米上院本会議，通商法案を可決

米大統領，1974年通商法に署名，同目成立

第4回貿易交渉委貝会（関税，非関税描置，セクタrセーフガード，

農業及ぴ熱帯産品について交渉グループを設立）

第5回貿易交渉委員会（交渉の進捗状況をレヴユー）

ランプイエ圭要先進国首脳会議（1977年中に東京ラウンドを完了す

るとの目標を捉案）

第6回貿易交渉委員会（19アア年中を交渉終了目標とする提案を支持）

同本等先進国は熱帯産晶オフ7一・リストを提出

プエルト・リコ主要先進国首脳会議（東京ラウンドの1977年終結を

再確認）

第7回貿易交渉委員会（フレームワーク・グループを設立）

ロノドノ主要先進国首脳会議（交渉の重要な諸分野において19アア年

中に実質的進展を図ることを合意）

米国のストラウス犬使及びECのジェンキンス委員畏は，東京ラゥン

ドを促進するため1978年1月15目迄の具体的交渉スケジュールを提案

農業グループ（交渉圓程を決定）

非関税措置グループ（交渉目程を決定）

ガット第33回総会（目本，関税のイニシアル・オファーを明年1月

15目迄に提幽する旨を演説）
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〔
追
記
〕
　
本
稿
は
法
学
部
特
定
研
究
「
国
際
経
済
摩
擦
の
法
的
・
政

治
的
側
面
」
（
文
部
省
科
学
研
究
費
、
五
六
～
五
八
年
度
）
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

下
記
の
研
究
会
報
告
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
講
師
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
。
た
だ
し
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
す
ぺ
て
筆
者

の
み
に
責
任
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

※
川
人
蒲
（
ミ
ド
ル
ニ
ア
ネ
シ
ー
犬
学
）
「
鉄
鋼
貿
易
を
め
ぐ
る
国

　
際
経
済
摩
擦
」
八
二
年
三
月
二
一
目

※
戸
田
弘
元
（
目
本
鉄
鋼
連
盟
）
「
国
際
鉄
鋼
貿
易
体
制
の
変
容
」

　
八
三
年
三
月
一
八
目

※
鈴
木
公
郎
（
新
日
本
製
鉄
）
「
鉄
鋼
産
業
・
貿
易
と
多
国
間
協
議
」

　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
学
助
教
授
）
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